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次の結論を得たQ

 1） 純心的の「ワクチン」癒i用法によっても」血

中に相賞自照の抗農凝集素）を産生せしめ得た0

 2） 此の抗腱産生の程度は同一菌量の皮下注

射に比較して弱く最高凝集債に蓬する時期も亦

憩い。又皮下注射に於けるよJlの多量の爾液を

要し、しかも抗膿産生は各例により可成り大き

い差がある0

 3）纏質的「ワクチン」下用に当ては殆どi副作

用，og’認めら恥しなレ、o（桑原チ少）

  腸「チフス」冤疫に擁する實駿的串究（V）

               大江 乙彦

        同  誌

 著者は人艦にっき健康なる皮膚面、呼吸道及

び直腸内に腸「チフス」菌「ワクチン」或は「チフ

ス・ワクチン」上清液を接種して次の結論を得

た。

 EPち抗鰹産生の程度は 1）「ラノリン」軟膏と

して皮膚面より貼布 2）呼吸道よ）噴霧 3）直

腸内接種 4）膀胱内接種の順序である。両して

何れの場合も副作用を認めない。又「ワクチン」

上清を用ひた揚合には「ワクチン」を用ひた場合

よJr抗謹産生が幾分可良である。（桑原抄）

  大動脹備長の統欝的甑察

              奥野 勇喜

  皮膚と泌尿7巻2號．126頁

            （昭和14年4月）

 著者は大動脈轍毒の統計的観察を行ひたり即

ち獲麟年齢並に性との關係、獲病前に行った駆

徴療法と大取上前馬獲生との關係、性病感染年

齢と潜伏期聞との關係、血清反悠と大動脈徽毒

との關係、大動脈墾化と神経徽町並に謄脊髄液

反鷹との關係に就き蓮べたy。

  「夢ルバルサン」副作用に識て

              青島  盛

  皮膚と泌尿7巷2號119頁

 著者は「サルバルサン」副作用例35人に就き年

齢、性別、副作用の種類注射開始よV副作用襲

現迄の時聞的経過、副作用護現迄の注射同敷、

副作用獲現時の血清反慮等を統計的に観察し原

因として申毒が可成多く、中に「アレルギー」に

よる者も存在する事を確かめたy。

  腎膿病攣の登：身的影響

               検原 憲章

  皮膚と泌軽薄7答2號154頁

 著者は 1）腎幽趣の肝臓機能に及ぼす影響．

2）主監病攣の糖質代謝に及ぼす影i響 3）偏腎弄董．

攣の水分和食堅代謝に及ぼす影響 4）偏腎病墜

の蛋白代謝に及ぼす影響・5）偏腎病攣の電氣心

働圖に及ぼす影蓼6＞術腎病憂の血液像1・c及ぼ．

す影響 8’1偏腎病攣の肝臓及腎皮質の組織呼吸、

に及ぼす影響 9）前腎病攣の封側腎臓及肝臓に．

及ぼす病理組織學的影響等を臨床的に實験的に

詳細に獲表し患腎の摘臨は多くの場合之等の影．

響を好延せしむる事を臨床的に課したり。

  徴毒の算師と治療

               政見 省吾

  皮膚と泌尿7巷2號169頁
 著者は徽毒の診噺に就て （イ）症歌及び輕過

（ロ）淋巴腺の腫脹 （ハ）「スピロヘータ。パリ

ダ、（二）局所漿液の反癒（ホ）血清反慮（へ）

尿等の反：慮 （ト）「ルオテスト」、 （チ、脊髄液

反慮、（り）其他器官の検査に關し所見を述べ且

其治療に關し普蓮法、．早期極量療法、「マラジア」、

療法、硫黄療法、蒼鉛療法を詳記し「サルバルサ

ン」疹、抗療徽毒に就き附言されたy。

  「ネオアクチバルサン」籔「ミオアーセ

  ミン」を以てする皮内颪屋並に画期試

  瞼に寝て

           大隈敏夫 池田次男

  皮膚と泌尿 7巷 3號 P。253頁

  昭和14年6月

 著者は外來、入院、健康人9§名に就き皮内反．

鷹、軟膏試験を試み「ネオアクチバルナン」が

「ミ・オァーセミン」より陽性率が高い。軟膏無二1

では「ミオアーセミン」の方が陽性率高かった

と。禽晩獲現象を示したものを7例に於て認め．

たと、因みに「ネオサルバルサン」の濃度彼内

反慮としての）は5％溶液が逼當にして軟膏試．，

験では何れも10％が良い様であると述べたり。
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